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2004年 3月号 NO.480

人　口7,516人（前月比－4）
〈男3,649人　女3,867人〉

世帯数2,739戸 （前月比 ±0）
出生数1人 （男1・女0）
死亡数15人 （男10・女5）

2月1日の人口動態

広　報

ぽかぽかの春がやってきました
ウメ：内浦山県民の森　ナノハナ：小湊分遣所前

（2004年2月撮影）
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鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合合合合
併併併併
だだだだ
よよよよ
りりりり

協議事項
《協議第２１号》新市建設計画の名称および目次構成について（継続協
議）･･･新市建設計画の名称および目次構成について、再確認の提案がされる。
《協議第２３号》新市建設計画案（第１章から第３章まで）につい
て･･･新市建設計画案（第１章から第３章まで）について、提案する。以下抜粋。『第
１章はじめに　　（１）計画の趣旨／この計画は、「市町村の合併の特例に関する法律」
第５条に基づく法定計画として策定するもので、鴨川市と天津小湊町が合併した場合における合併後の新市のソフト・ハー
ド両面を含めたまちづくり計画となるものです。・・・（２）計画の名称／この計画の名称は、「鴨川市・天津小湊町新市
まちづくり計画」とします。・・・（４）計画の期間／この計画の期間は、合併後おおむね１０年間とします。・・・第２
章　新市の概況・・・第３章　新市の特性と課題』などを継続協議。
《協議第２４号》女性政策事業の取扱いについて･･･女性政策事業の取扱いについては、現行の内容を基に調整し、
事業の推進に努めることを提案し、決定。

報　　告
《報告第２７号》例規原案作成・事務事業一元化支援業務委託変更契約について
【○業務の名称／例規原案作成・事務事業一元化支援業務委託○変更契約の方法／随意契約○変更契約日／平成１６年１月
１６日○変更契約金額／<変更前金額>２３１，０００ 円<変更後金額>３３６，０００ 円（１０５，０００ 円の増額）○
変更契約の相手方住所／東京都杉並区荻窪４-30-16㈱ぎょうせい○変更内容／事務事業一元化調査ウェブシステム稼動管
理業務を追加委託する。】
《報告第２８号》平成１５年度鴨川市・天津小湊町合併協議会予算の流用の状況について
【委員保険料・２２（千円）を会議費へ、電話料８８（千円）を消耗品費へ】

協議事項
《協議第１５号》町・字の区域および名称の取扱いについて（継続協議）…町・字の区域および名称について
は、従前のとおりとすることを決定。
《協議第２５号》一般職の職員の身分の取扱いについて…鴨川市および天津小湊町の一般職の職員であるもの
は、すべて新市の職員として引き継ぐ。職員数については、新市において定員適正化計画を策定し、定員管理の適正化に努
める。職員の職名および職務の級については、人事管理および職員の処遇の適正化の観点から合併時に調整し、統一する。
職員の給与については、職員の処遇および給与の適正化の観点から調整し、統一する。なお、合併時、現職員については、
現給料を保障する、ことを決定。
《協議第２６号》特別職の職員の身分の取扱いについて…常勤の特別職および教育長の任期等については、法令
の定めるところによる。給料の額は、現行の給料額および同規模の自治体の例を基に調整する、ことを決定。
《協議第２７号》行政連絡機構の取扱いについて…市行政の円滑な運営と市民福祉の増進を図るため、鴨川市お
よび天津小湊町の現行組織を生かしながら、新市に市政協力員を置く。鴨川市および天津小湊町に現存する区および町内会
組織の理解を得ながら、これらを新たに自治会として位置付け、行政との連携機構を構築する、ことを決定。
《協議第２８号》納税関係事業の取扱いについて…納税（貯蓄）組合については、合併時までに廃止の方向で調
整する。納期前納付報奨金・督促状等発送事務・延滞金に関することについては、鴨川市の例により、合併時までに調整す
る。口座振替事務については、鴨川市の例により、合併時までに調整する。ただし、振替可能金融機関については、安房農
業協同組合を追加する、ことを決定。
《協議第２９号》平成１５年度鴨川市・天津小湊町合併協議会補正予算（第２号）について…歳入歳出
予算の総額から歳入歳出それぞれ１，９００千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２，９７３千円とす
る、などを決定。

追加協議
《協議第２３号》新市建設計画案（第４章）について…第４章　新市建設の基本方針を継続協議。

１月２６日（月）、鴨川市と天津小湊町の合併に関する協議を進める、
「鴨川市・天津小湊町合併協議会」の第７回会議が鴨川市役所４階大会議
室で開かれ、２月１０日（水）には同じく第８回会議が、鴨川市総合保
健福祉会館（鴨川市ふれあいセンター）２階コミュニティルームで開か
れました。
その概要は以下のとおりです。

第７回会議

第８回会議
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町
で
は
、
新
市
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、「
外
か
ら
見
た
」

意
見
・
提
言
を
聞
く
た
め
、
東
京

近
郊
に
住
む
町
出
身
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、『
�
夢
を
か
た
ろ
う
、

共
に
つ
く
ろ
う
�
鯛
の
ま
ち
望
郷

懇
談
会
』
と
題
し
、
町
長
と
の
ひ

ざ
を
交
え
た
懇
談
会
を
開
き
ま
し

た
。今

本
町
で
は
、
鴨
川
市
と
の
合

併
が
進
み
、
新
市
名
も
「
鴨
川
市
」

と
な
る
な
ど
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
町
で
は
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
模
索
す
る
た
め
の
説
明
会
を

何
度
か
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
会
で
は
、
町
を
出
て
都
会
で
生

活
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
、
外
か
ら

見
た
ふ
る
さ
と
へ
の
�
想
い
�
を

聞
く
た
め
、
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。１

月
24
日
（
土
）
は
千
葉
市
の

「
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
で
官
公
署
部
門
、

１
月
28
日
（
水
）
は
「
新
宿
モ
ノ

リ
ス
29
」
で
一
般
部
門
と
、
２
部

構
成
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
17
名
、

32
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要

望
を
集
約
し
、
新
市
移
行
の
際
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
29
日
（
木
）

に
館
山
市
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
、

第
31
回
安
房
農
林
業

ま
つ
り
に
て
、
長
谷

川
安
行
さ
ん
（
新
町
）

が
、
地
域
農
林
業
の

振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
農
業
者
に
贈
ら
れ

る
安
房
農
業
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
（
水
）、
県
廃
棄
物
適

正
処
理
推
進
大
会
が
青
葉
の
森
芸

術
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
会
場
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
城
戸
子
供
会
が
、
県
環
境
生
活

部
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
公
共
の

場
所
な
ど
を
継
続
的
に
清
掃
し
、

地
区
環
境
衛
生
の
推
進
な
ど
に
協

力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
田
中

百
合
子
さ
ん
（
引
土
）
が
県
環
境

衛
生
促
進
協
議
会
長
感
謝
状
を
受

賞
し
ま
し
た
。

安房農業賞受賞県
環
境
生
活
部
長
表
彰
、

県
環
境
衛
生
促
進
協
議
会
長
感
謝
状
を
受
賞

望郷懇談会 
参加ありがとうございました 
望郷懇談会 
参加ありがとうございました 

参加ありがとうございました！
鯛のまち望郷懇談会鯛のまち望郷懇談会

望郷懇談会 
参加ありがとうございました 
望郷懇談会 
参加ありがとうございました 

参加ありがとうございました！
鯛のまち望郷懇談会鯛のまち望郷懇談会
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町
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で
の
６
ヶ
年
、
町
内
全

域
の
神
仏
像
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
町
教
育
委
員
会
で
は
そ
の

中
か
ら
、
歴
史
的
・
文
化
的
視
点
か
ら
貴
重
な
作
例
９
点
を
町
の

有
形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
指
定
は
、
文
化
財
の
保
護

活
用
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
指
定
文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
し
た
11
点
と
合
わ
せ
る
と

計
20
点
に
な
り
ま
す
。

誕
生
寺
祖
師
堂
に
安
置
。
寄
木

造
で
、
像
内
部
の
構
造
な
ど
か
ら

中
世
の
作
と
思
わ
れ
、
体
内
の
納

入
文
書
の
年
紀
で
あ
る
貞
治
２
年

（
１
３
６
３
）
ま
で
遡
る
可
能
性
も

あ
る
仏
像
で
す
。
保
存
状
態
も
良

く
、
南
北
朝
期
の
基
準
作
例
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
す
。

西
蓮
寺
大
日
堂
に
安
置
。
寄
木

造
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
す
。
体

内
前
面
の
墨
書
銘
か
ら
明
応
３
年

（
１
４
９
４
）
の
制
作
が
わ
か
り
、

室
町
期
の
遺
風
を
残
す
基
準
作
例

と
し
て
重
要
な
仏
像
で
す
。

１
月
24
日
（
土
）、
う
ら
ら
か
な

陽
気
の
中
、
一
行
は
鋸
南
町
の

「
を
く
づ
れ
水
仙
卿
」
へ
陽
だ
ま
り

ハ
イ
ク
に
向
か
い
ま
し
た
。
辺
り

は
６
０
０
万
株
も
の
水
仙
の
香
り

に
包
ま
れ
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
ク

リ
ー
ム
色
の
花
布
団
の
景
色
を
両

手
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
富
浦
の
花
倶
楽
部
で
は

花
摘
み
も
体
験
す
る
な
ど
、
レ
デ

ィ
ー
ス
た
ち
は
す
っ
か
り
春
を
先

取
り
し
て
い
ま
し
た
。

●
レ
デ
ィ
ー
ス
教
室

１
月
31
日
（
土
）、「
白
鳥
に
逢

い
に
行
こ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
印

旛
郡
本
埜
村
で
館
外
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
水
田
を
覆
う
ほ

ど
の
白
鳥
の
群
の
出
迎
え
に
、
驚

き
と
感
動
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

ふ
り
ふ
り
と
泳
ぐ
可
愛
い
姿
に
釘

付
け
に
な
り
ま
し
た
。

本
埜
村
白
鳥
を
守
る
会
、
出
山

会
長
か
ら
、
白
鳥
飛
来
の
由
来
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
厚
い
保

護
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
皆

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
の
び
の
び
と
元
気
な
白
鳥
た

ち
に
ま
た
会
え
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
命
や
自
然
の
大
切
さ
と
と
も

に
思
い
や
り
の
心
を
学
び
ま
し
た
。

●
わ
ん
ぱ
く
教
室

誕
生
寺
本
堂
に
安
置
。
穏
や
か

に
引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
、
体
部

に
は
量
感
が
あ
り
、
室
町
時
代
末

期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て

の
造
立
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
蓮
聖

人
生
誕
の
地
で
あ
る
本
町
に
と
っ

て
、
歴
史
的
に
貴
重
な
文
化
財
と

い
え
ま
す
。

西
蓮
寺
客
殿
に
安
置
。
一
木
造
。

全
体
に
量
感
が
あ
り
衣
文
表
現
な

ど
か
ら
、
保
守
的
な
作
風
を
残
す

12
世
紀
の
作
例
と
見
ら
れ
、
本
町

に
お
い
て
数
少
な
い
平
安
期
の
仏

像
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
保
存
状

態
も
良
好
で
す
。

木
造
日
蓮
聖
人
坐
像

（
祖
師
堂
安
置
）

木
造
日
蓮
聖
人
坐
像

（
本
堂
安
置
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

木
造
大
日
如
来
坐
像

（
大
日
堂
安
置
）
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高
生
寺
本
堂
に
安
置
。
寄
木
造

で
腰
布
一
枚
を
纏
う
形
に
刻
出
し

て
い
ま
す
。
体
部
の
肉
取
り
や
両

足
の
リ
ア
ル
な
表
現
な
ど
力
強
く
、

内
刳
や
像
底
な
ど
か
ら
中
世
桃
山

期
の
作
と
見
ら
れ
、
こ
の
時
代
の

裸
形
像
と
し
て
貴
重
で
す
。

海
福
寺
本
堂
に
安
置
。
台
座
共

一
鋳
。
や
や
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体

形
や
、
簡
略
化
さ
れ
た
大
振
り
な

衣
文
表
現
に
室
町
仏
の
特
徴
が
見

ら
れ
ま
す
。
鳥
の
翼
の
よ
う
な
脇

手
の
表
現
に
特
徴
が
あ
り
、
面
相

表
現
に
も
中
世
仏
の
生
彩
が
見
ら

れ
、
保
存
状
態
も
良
好
で
す
。

清
澄
寺
宝
物
館
に
安
置
。
一

木
造
。
左
手
に
薬
壷
を
持
つ
坐

像
で
漆
箔
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

像
高
は
16
セ
ン
チ
と
小
像
で
す

が
、
量
感
の
あ
る
造
形
に
室
町

時
代
の
作
風
が
感
じ
ら
れ
る
貴

重
な
作
例
で
す
。

清
澄
寺
宝
物
館
に
安
置
。
頭
頂

か
ら
足
先
ま
で
一
鋳
。
像
背
面
に

は
文
永
３
年
（
１
２
６
６
）
の
陰

刻
銘
が
あ
り
、
本
町
で
は
数
少
な

い
鎌
倉
期
の
作
例
で
す
。
鎌
倉
中

期
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の

基
準
作
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

清
澄
寺
宝
物
館
に
安
置
。
一
木

造
で
肉
身
部
は
漆
箔
、
着
衣
部
は

彩
色
を
施
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時

代
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
制

木
造
日
蓮
聖
人
坐
像

銅
造
千
手
観
音
立
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
如
来
立
像

銅
造
観
音
菩
薩
立
像

作
と
思
わ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
全
体
造
形
や
引
き
締
ま
っ
た
顔

立
ち
な
ど
に
、
優
れ
た
中
世
仏
の

特
徴
を
示
し
、
彫
技
も
本
格
的
で

洗
練
さ
れ
た
作
風
の
仏
像
で
す
。

今年度の成人式には、79名の新成人が参加し、片桐町長式

辞のあとの齋藤県議会議員、吉田町議会議長、齋藤教育委員

長の祝辞を「大人らしく」、しっかりと聞いていました。

その後、成人者を代表して吉清一洋さんが記念品を受け取

り、吉野悟さんが代表謝辞を行いました。

懇談会には、多くの恩師の先生も参加していただき、和や

かな中で楽しい成人式ができました。

成長した若者を祝う成人式が、１月11日（日）、
町中央公民館で行われました。

2004 
 祝・成人！ 
2004 2004 
 祝・成人！  祝・成人！ 
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１
月
18
日
（
日
）
第
21
回
町
リ
レ
ー
競
走
大

会
が
快
晴
の
中
、
１
０
２
チ
ー
ム
、
４
０
８
名

の
参
加
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

統
合
中
学
校
建
設
の
た
め
、
今
大
会
は
天
津

小
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
神
明
神
社
を
折
り
返

す
約
５．

５
㎞
の
コ
ー
ス
と
な
り
、
チ
ー
ム
４

人
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
参
加
者
全
員
が
事
故

な
く
け
が
も
な
く
全
員
無
事
完
走
し
ま
し
た
。

走
り
き
っ
た
選
手
た
ち

は
、
す
ぎ
の
木
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
豚
汁
や
、
保
健
福
祉

推
進
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
で
、
程

よ
い
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し

た
。

◎
成
績
は
次
の
と
お
り

●
一
般
の
部
男
子

○
優
勝
／
Ｙ
・
Ｍ
・
Ｔ
○
準
優

勝
／
長
狭
高
等
学
校
タ
イ
タ
ン
ズ

○
３
位
／
野
鳥
の
会

●
一
般
の
部
女
子

○
優
勝
／
フ
ラ
ッ
パ
ー
ズ
○
準
優

勝
／
芝
町
子
供
会
○
３
位
／
キ
ラ

ー
ズ
モ
ー
娘
。

●
中
学
生
の
部
男
子

○
優
勝
／
天
津
中
バ
ス
ケ
部
男
子

Ａ
○
準
優
勝
／
天
津
中
野
球
部
Ａ

○
３
位
／
天
津
中
バ
ス
ケ
部
男
子

Ｃ●
中
学
生
の
部
女
子

○
優
勝
／
天
津
中
バ
ス
ケ
部
女
子

Ａ
○
準
優
勝
／
天
津
中
バ
レ
ー
部

女
子
Ａ
○
３
位
／
天
津
中
バ
ス
ケ

部
女
子
Ｃ

●
小
学
生
の
部
男
子

○
優
勝
／
天
津
キ
ラ
ー
ズ
Ａ
チ
ー

ム
○
準
優
勝
／
天
津
養
護
学
校
Ａ

○
３
位
／
小
湊
ス
タ
ー
ズ
Ａ

●
小
学
生
の
部
女
子

○
優
勝
／
天
津
小
湊
ミ
ニ
バ
ス
女

子
Ａ
○
準
優
勝
／
天
津
小
湊
ミ
ニ

バ
ス
女
子
Ｅ
○
３
位
／
天
津
小
湊

ミ
ニ
バ
ス
女
子
Ｃ

健康
づくりと交通安全健康
づくりと交通安全健康
づくりと交通安全

町リレー競走大会！ 

健康
づくりと交通安全健康
づくりと交通安全

町リレー競走大会！ 町リレー競走大会！ 

元気よくスタート

天津小学校 
グランド 

日澄寺 

たばこや 

第3中継点 

第1中継点 

須賀神社 

神明神社 

交番 

第2中継点 

中継点 

笑顔でゴール

あ
た
た
か
い
と
ん
汁
と
コ
コ
ア

リレーコース図
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１２月３１日から１月１日にかけて、千葉テレビ放送
の年末年始の特別番組で、清澄寺からの生中継が放送さ
れました。
大晦日には、清澄寺の水行式や除夜の鐘の様子が参拝
客で賑わう境内で撮影され、元旦には、旭が森から日本
一美しい初日の出を見ようと、数多くの人で賑わう様子
が撮影されました。
また、鴨川市在住のジョン・海山・ネプチューンさん
による尺八演奏が清澄の大杉の前で始まると、その幻想
的な音色で、清澄に漂う清らかな空気、荘厳な新春をテ
レビの前の皆さんに伝えることができました。

千葉テレビの 
生放送がありました！ 

お正月特番 
 

鯛のまちボランティアガイド協会では、
一緒に活動していただける会員を募集し
ています。観光客の皆さんと一緒に足で
歩き、町の良さをたくさん知ってもらい
ましょう！
関心のある人は、ご連絡ください。
●鯛のまちボランティアガイド協会
�（９９）６１３３

観光ボランティア会員の募集について

東
大
演
習
林
と

地
域
交
流
協
定
締
結

東
大
演
習
林
と

地
域
交
流
協
定
締
結

１
月
22
日
（
木
）、
東
京

都
文
京
区
の
東
京
大
学
農
学

部
で
、
町
と
東
大
演
習
林
は

地
域
交
流
の
た
め
の
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

今
後
町
と
演
習
林
の
間

で
、
森
林
保
全
お
よ
び
森
林

整
備
、
森
林
環
境
教
育
、
森

林
エ
コ
ツ
ア
ー
、
講
演
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
交
流
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地域交流に関する調印を交した山本博一林長
（左）と片桐有而町長

本
町
か
ら
山
下
広
丈
さ
ん
（
４
回
目
・
芝
出

身
）
佐
瀬
志
穂
美
さ
ん
（
２
回
目
・
３
区
）
の

２
人
が
千
葉
県
選
考
会
、
南
関
東
大
会
で
好
成

績
を
収
め
、
千
葉
県
代
表
と
し
て
国
体
行
き
の

切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

第
59
回
山
形

も
が
み
国
体
は

２
月
21
日
（
土
）

か
ら
24
日
（
火
）

ま
で
山
形
県
で

行
わ
れ
、
両
選

手
と
も
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ク

国体に本町から
2名出場

2004.1.1 旭が森からの初日の出

ラ
シ
カ
ル
種
目
で
山
下
選
手

は
成
年
男
子
Ａ
10
キ
ロ
、
佐

瀬
選
手
は
少
年
女
子
５
キ
ロ

に
出
場
し
ま
し
た
。

両
選
手
と
も
国
体
連
続
出

場
と
い
う
こ
と
で
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

表敬訪問した佐瀬さん

南関東大会での佐瀬さん（左）と山下さん
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国
民
年
金

だ
よ
り

ねんきん
�なな�ちゃん

国民年金保険料の納付は
お近くの金融機関や

郵便局で
国民年金保険料は社会保険庁から送られてくる納付書で、お近くの金融機関や

郵便局などで納めてください。お住まいの市町村に関係なく、全国どこでも大丈

夫です。

また、保険料の納付には、一度手続きすればあとは手間いらずの『口座振替』

が便利です。口座振替の手続きは、①納付書②預貯金通帳③通帳届出の印鑑をご

用意のうえ、口座をお持ちの金融機関などでお願いします。銀行　　漁協　　信用金庫

労働金庫　　信用組合

社会保険事務所　　農協

※市区町村の国民年金係では、

納付や口座振替の手続きはで

きません。

国民年金保険料は、４月から来年の３月までの１年分、または６ヶ月分の保険

料を、前もって１度に納めると割引になります。１年分を４月に納めた場合の割

引額は２，８３０円！　おトクな前納制度を活用してみてはいかがでしょう。

※希望の月から来年の３月までを一度に納める場合も割引があります。

社会保険事務所にご相談ください。

知っておトク！前納割引制度

“繰上げ請求”は慎重に！ －老齢基礎年金－

老齢基礎年金は、６５歳から受けることが原則ですが、６０
歳を過ぎれば希望により、繰り上げて受けることができます。
「もらえるものなら、できるだけ早くもらいたい・・・。」
誰でも思うことです。
しかし、繰り上げて受けると次のような不利な面もあります。

◎受け始める年齢によって年金額が減額されます。（減額率は一生そのま

ま。昭和１６年４月２日以降に生まれた人の支給率は表①のとおりです。）

◎厚生年金や共済組合の加入期間のある人に６０歳から支給される特別

支給の年金が、繰上げ請求したときから６５歳までその一部または全部

の支給が止められます。

◎遺族厚生年金などを受けているか、または受けられるようになったと

きは、６５歳まではどちらか一つしか受けられません。

◎６５歳になるまでに、万一障害者になってしまっても、繰り上げて受

けている人は障害基礎年金が受けられない場合があります。

◎６５歳になるまでに、万一ご主人が死亡し、寡婦年金を受けられる条

件があったとしても、繰り上げて受けている人は寡婦年金が受けられま

せん。

「人生８０年」と言われる時代、老後は確実に長くなっていま
す。
若いときから積み重ねてきた年金ですので、安易に繰上げ請
求して後悔することのないように、よく考えて請求しましょう。

表①昭和１６年４月２日以降に生まれた人の支給率
※年齢によって減額されます。６５歳から１月繰り
上げるごとに０．５％減額されます。
例：６０歳で請求の場合（６０月×０．５％＝３０％
の減額）

表②８０歳までに受け取る年金の総額

（注意）年金額は平成１５年度現在の価格で計算
してあります。

557,900 

　605,700 

　　653,500 

　　　701,400 

　　　　749,200 

　　　　　　797,000

60歳 

61歳 

62歳 

63歳 

64歳 

65歳 

70％ 

   76％ 

　    82％ 

　　     88％ 

　　　   　94％ 

　　　　  　100％ 

６０歳からの場合 ６５歳からの場合

１１，１５８，０００円 １１，９５５，０００円

国民年金保険料の納付や
口座振替ができるところ
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シ
ャ
ッ
タ
ー
の
連
続
音
、
待
つ
間

の
寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
が
ご
と
く
の

大
き
な
歓
喜
の
瞬
間
で
あ
る
。

父
、
海
石
は
、「
大
晦
日
の
太
陽

も
、
元
旦
の
太
陽
も
太
陽
に
変
わ

り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
と

に
か
く
元
旦
に
拝
す
る
太
陽
は
不

思
議
と
美
し
く
有
難
く
、
且
つ
偉

大
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
町
長
日
誌
に

記
述
し
て
あ
る
。
自
然
の
恵
み
、

本
町
な
ら
で
は
の
恵
み
の
お
蔭
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

昨
年
暮
に
国
立
天
文
台
職
員
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
要
約

す
る
と
「
朝
日
が
美
し
い
町
で
知

ら
れ
る
千
葉
・
天
津
小
湊
町
の
清

澄
寺
の
旭
が
森
で
は
、
３
０
０
ｍ

ほ
ど
の
標
高
の
た
め
、
初
日
の
出

は
６
時
44
分
で
、
犬
吠
埼
よ
り
も

２
分
早
い
。
北
海
道
の
納
沙
布

（
の
さ
っ
ぷ
）
岬
の
方
が
犬
吠
埼
よ

り
東
に
あ
り
ま
す
が
、
冬
の
時
期

は
太
陽
の
昇
る
方
向
が
真
東
よ
り

も
南
寄
り
の
た
め
、
犬
吠
埼
の
方

が
早
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
い
ち

ば
ん
遅
い
初
日
の
出
は
沖
縄
の
与

那
国
島
で
、
７
時
32
分
で
す
。

１
　
　
月

１
日
（
木
）
千
葉
テ
レ
ビ
生
放
送

清
澄
寺
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

清
澄
寺
、
海
ほ
た
る
、
そ
し
て

千
葉
テ
レ
ビ
放
送
ス
タ
ジ
オ
を
結

ぶ
３
元
生
中
継
放
送
も
３
年
目
を

迎
え
た
。
千
葉
県
内
79
市
町
村
あ

る
な
か
で
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に

か
け
て
本
町
の
み
が
電
波
を
独
占
。

千
葉
テ
レ
ビ
側
に
よ
る
県
内
は
じ

め
、
全
国
向
け
の
Ｐ
Ｒ
。
さ
ら
に
、

準
備
の
た
め
の
テ
レ
ビ
関
係
者
の

本
町
へ
の
出
入
り
や
、
関
係
す
る

制
作
ス
タ
ッ
フ
の
「
口
コ
ミ
」
な

ど
を
思
う
と
、
単
に
生
中
継
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い

部
分
で
の
意
義
と
お
蔭
は
長
い
目

で
み
る
と
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。

日
蓮
聖
人
像
の
前
で
多
く
の
人

が
ご
来
光
を
待
つ
。
若
い
人
た
ち

も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
。
６
時
44
分

の
「
日
の
出
」
を
待
つ
が
、
残
念

に
も
厚
い
雲
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。
待
つ
こ
と
約
20
分
。
や
が

て
雲
の
切
れ
間
か
ら
、
例
え
よ
う

の
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
輝
き
の

ご
と
く
の
閃
光
と
な
る
。
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
の
慌
し
い
動
き
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
興
奮
、
歓
喜
の
カ
メ
ラ

数
年
前
に
文
部
科
学
省
が
行
っ

た
『
子
供
の
体
験
活
動
調
査
』
で
、

実
に
３
割
を
超
す
子
ど
も
が
、
太

陽
の
昇
る
と
こ
ろ
、
夕
日
が
沈
む

と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
と

い
う
驚
く
べ
き
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
日
の
出
と
い
う

天
文
シ
ョ
ー
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。」
と
の
言
葉
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
た
、
目
に

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
意
義
あ
る

大
き
な
こ
と
で
あ
る
。
あ
り
が
た

い
。二

宮
尊
徳
の
「
報
徳
訓
」
の
な

か
に
「
父
母
の
根
源
は
天
地
の
令

命
に
在
り
、
…
年
々
歳
々
報
徳
を

忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
新
年

を
迎
え
、
今
の
社
会
風
潮
を
思
い

つ
つ
、
自
然
の
恵
み
と
営
み
の
大

切
さ
を
改
め
て
思
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。

５
日
（
月
）
御
用
始
め
、
辞
令
交

付
式
お
よ
び
新
年
の
訓
示

町
消
防
団
出
初
式
出
席

６
日
（
火
）
鴨
川
市
消
防
団
出
初

式
出
席

７
日
（
水
）
丸
山
町
消
防
団
出
初

式
出
席

８
日
（
木
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

合
併
協
議
事
前
打
合
せ
出
席

土
木
工
事
入
札
執
行

11
日
（
日
）
町
成
人
式
開
催

13
日
（
火
）「
知
事
と
語
ろ
う
明
日

の
千
葉
県
農
林
水
産
業
（
安
房
地

域
）」
出
席

小
湊
旅
館
業
協
同
組
合
新
年
会

出
席

14
日
（
水
）
第
６
回
鴨
川
市
・
天

津
小
湊
町
合
併
協
議
会
出
席

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

二
水
懇
話
会
定
例
会
等
出
席

15
日
（
木
）
故
緒
方
千
葉
銀
行
相

談
役
お
別
れ
会
参
列

民
生
児
童
委
員
・
母
子
福
祉
推

進
協
議
会
合
同
新
年
会
出
席

16
日
（
金
）
小
湊
鐡
道
（
株
）
表

敬
訪
問

合
併
協
議
事
前
打
合
せ
出
席

（
社
）
千
葉
県
建
設
業
協
会
鴨

川
支
部
新
年
会
出
席

17
日
（
土
）
中
村
正
三
郎
代
議
士

「
新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
」
出
席

18
日
（
日
）
町
リ
レ
ー
競
走
大
会

開
催

19
日
（
月
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

郡
町
村
会
出
席

県
町
村
会
自
治
研
修
会
出
席

20
日
（
火
）
県
町
村
会
自
治
研
修

会
出
席

21
日
（
水
）
県
知
事
他
表
敬
訪
問

合
併
協
議
事
前
打
合
せ
出
席

22
日
（
木
）
東
大
演
習
林
と
の
地

域
交
流
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

出
席小

湊
鐡
道
会
長
石
川
信
太
新
春

個
展
訪
問

道
路
整
備
促
進
協
議
会
出
席

23
日
（
金
）
全
国
道
路
整
備
促
進

協
議
会
出
席

24
日
（
土
）
鯛
の
ま
ち
望
郷
懇
談

会
（
官
公
署
部
門
）
開
催

25
日
（
日
）
鴨
川
交
通
安
全
協
会

新
年
会
出
席

26
日
（
月
）
第
７
回
鴨
川
市
・
天

津
小
湊
町
合
併
協
議
会
出
席

鴨
川
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
新

年
会
出
席

27
日
（
火
）
臨
時
議
会
開
催

安
田
富
次
氏
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

感
謝
状
受
賞
祝
賀
会
出
席

28
日
（
水
）
定
例
係
長
会
議
開
催

鯛
の
ま
ち
望
郷
懇
談
会
（
一
般

部
門
）
開
催

29
日
（
木
）
安
房
農
業
祭
出
席

30
日
（
金
）
県
庁
「
安
房
会
」
懇

談
会
出
席

環
境
衛
生
活
動
に
伴
う
表
彰
等

伝
達
実
施
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軽自動車税は、毎年4月1日現在に

軽自動車を所有している人に課税さ

れる税金で、町から送られる納税通

知書によって5月31日（月）までに

納めることになっています。

軽自動車税は、原則として現住所

地で課税されます。軽自動車やモー

ターバイクを譲渡したり解体しても、

所定の手続をしない限り、いつまで

も登録名義人に課税されます。この

ようなトラブルを防ぐためにも、必

ず登録の変更を行ってください。

なお、登録変更等の手続きを他人

に依頼した場合は、手続きが済んで

いるかどうか、必ず車検証などで確

認してください。

軽自動車税や、登録手続きについ

ての問合せ先は次の通りです。

●町税務課／１２５ｃｃ以下のモー

ターバイクおよび小型特殊自動車

の登録・廃車等の手続き

●関東陸運振興財団袖ヶ浦支部／１

２５ｃｃを超えるモーターバイク

の登録・廃車等の手続き

�０４３８（６３）５５１６

�94－0511
軽自動車　廃車・変更
には届出を

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の
縦覧について

広報あまつこみなと 
2004年　3月号 
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川
千
鳥
船
来
れ
ば
散
り
ま
た
寄
り
ぬ

中
村
　
富
美

現
世

う
つ
し
よ

の
き
び
し
さ
に
咲
く
寒
の
菊

吉
野
　
照
子

引
潮
を
追
ひ
て
千
鳥
の
渚
行
く
　
　
　
　

斉
藤
い
し
子

う
づ
�
く
炭
榾ほ

だ

積
ま
れ
山
眠
る

渡
辺
　
澄
子

路
地
の
子
の
陣
取
遊
び
四
温
晴

小
谷
　
敏
子

流
木
を
押
し
来
る
涛な

み

や
冬
ざ
れ
て

金
井
　
喜
一

年
賀
状
絆

き
ず
な
を
運
ぶ
赤
バ
イ
ク斉

藤
　
房
子

澄
み
渡
る
喜
寿
を
迎
へ
し
今
朝
の
空

斉
藤
　
　
博

清
澄
山
無
垢

む

く

の
空
あ
り
初
景
色

久
野
八
重
子

三
日
早
や
遊
び
て
過
ぐ
る
日
暮
時

中
野
　
ミ
ヨ

乗
初

の
り
そ
め

や
海
を
湧
か
せ
る
大
漁
旗

北
浦
　
テ
ル

齢
重
ね
無
事
に
迎
へ
し
千
代
の
春

西
川
ま
さ
子

山
の
湯
や
お
し
ゃ
べ
り
盡つ

き
ぬ
女め

正
月

石
井
き
よ
子

土地又は家屋に対して課する固定資産税の納税者の皆さんが、土地や家

屋の評価額を比較できるよう、

４月１日から４月３０日まで
縦覧帳簿の縦覧を町税務課で行っています。

縦覧できる人は、固定資産税の納税者で、代理人の場合は納税者の人の

委任状が必要です。

なお、固定資産税が非課税・免税点未満の所有者の人は対象になりませ

ん。印鑑を忘れずに持参してください。

●問合せ／町税務課

国際交流活動会員の募集について

鯛のまち天津小湊国際化推進協議会では、会員を募集しています。

経験や資格は問いません。国際交流活動に関心のある人は、事務局まで

ご連絡ください。

●事務局／町企画観光課

ことしもやるよ！

第３回サマーフェスタIN天津小湊！第３回サマーフェスタIN天津小湊！
８月１０日（火）、小湊駅前駐車場にて

お楽しみに～！！　
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初
縫
ひ
の
糸
は
素
直
に
通
り
け
り

松
村
し
づ
か

波
止
場
よ
り
二
声
三
声
初
烏

か
ら
す

北
浦
　
春
子

古
稀
に
し
て
残
り
火
消
さ
ず
初
鏡

根
本
美
智
子

大
漁
旗
た
れ
元
朝
の
船
溜
り今

井
　
峰
月

か
た
わ
ら
に
妻
が
を
り
け
り
福
寿
草

長
谷
川
安
夫

山
眠
る
荒
磯
に
雲
の
重
か
り
し

西
宮
　
き
み

冬
温ぬ

く

し
船
尾
に
お
ど
る
日
の
光

西
宮
　
鉄
雄

さ
ん
ざ
し
の
濃
き
実
に
冬
日
や
わ
ら
か
し

白
鳥
　
謹
司

初
詣
老
い
て
は
祈
る
子
ら
の
幸

西
宮
　
米
造

余
寒
な
ほ
海
鳴
つ
づ
く
港
町野

村
　
照
雄

五
六
歩
に
盡つ

き
る
木
の
橋
水
温
む

野
村
　
　
子

華
麗
な
る
造
花
の
不
安
冬
長
し

冨
川
仁
一
郎

春
蝉
の
声
し
き
り
な
り
並
木
道

四
宮
　
哲
也

大
根
干

だ
い
こ
ほ

す
仁
右
衛
門
島
を
見
お
ろ
し
て

冨
沢
　
秀
男

ひ
孫
よ
り
迎
え
に
行
く
と
の
初
電
話

三
浦
　
秋
子

町の国民健康保険に加入されている皆さんが現在お持ちの『国民健康保険被保険者証』は、３月３１日が有効期限となっ

ています。４月以降使用する保険証は３月下旬に世帯主様あてに「配達記録郵便」により発送しますので、お手数ですが受

け取りの際には受領印をお願いします。なお、新しい保険証の有効期限は平成１７年３月３１日です。

加入者の住所、氏名などをご確認ください。
記載内容に変更や誤りがあった場合は届出をお願いします。

（例えば、社会保険に加入しているにも関わらず氏名が記載されている場合など）

有効期限が過ぎました古い保険証は処分しましょう。
返還する場合　→　役場保健環境課または小湊出張所の窓口へお返しください。

自分で処分する場合　→　細かく切断し破棄してください。

●問合せ／町保健環境課

国民健康保険被保険者証の更新について

年間のお米の取扱数量が、精米に換算し２０精米ｔ（玄米換算９１％）以上の取扱者、または取り扱いを予定している人

は、事業の開始前に、農林水産大臣に届出をしていただくことになりました。（有償で譲渡することを事業とする人）

届出事業者の事業区域は規制がなくなりますが、米殻の種類別の出荷（集荷）数量・販売数量・在庫数量などを帳簿に記

載することになりました。

米殻の生産者で、精米に換算し年間２０精米ｔ以上の米殻を、直接消費者に販売する場合などについては、取扱業者とし

ての届出が必要です。届出がされた後に、２０精米ｔ以下の取扱になっても、廃止の届出業務は生じないので自己の判断で

廃止届を提出してください。

また、年間２０精米ｔ以上の米殻を取り扱っているのに無届けで事業をしている場合は、届出義務違反として罰金の対象

となります。届出は所定の用紙に記入の上、今年４月１日以降下記農政事務所に提出してください。

なお、今年４月１日現在において、現行食糧法におけるお米の出荷取扱業者、または販売業の登録を行っている人

は、新食糧法の届出業者とみなされることとなりますので、改めて届出の必要はありません。

●問合せ／千葉農政事務所

○　消費流通課（千葉市）�０４３（２２４）５６１５

○　地域第一課（木更津市）�０４３８（３６）５２１１

○　地域第二課（茂原市）�０４７５（２３）１２０５

○　地域第三課（佐倉市）�０４３（４８４）１２０７

米殻取扱業者の皆さんへ 登録制から届出制へ!!

お
詫
び
と
訂
正

２
月
号
の
「
町
内
文
芸
俳
句
」

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

根
本
美
智
子
さ
ん
の
作
品
は
、

正
し
く
は
、

「
一
筋
に
陽ひ

を
呼
び
込
み
て
山

眠
る
」
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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5月の予定  

 3月の予定  3月の予定  
月　　日 場　　所 受付時間・摘要 無料相談 

３月 ５ 日（金） 
３月１９日（金） 
３月１８日（木） 
３月１９日（金） 

地域福祉センター 午後１時３０分 
         ～４時 

鴨川市役所 
役場住民相談室 

午前10時～午後3時 
午前10時～午後3時 

年 金 相 談  

心配ごと相談 

行 政 相 談  

受付は午前は11時、 
午後は2時まで 

日時 

場所　地域福祉センター 

　3月13日（土） 
　午後 1  時30分 
　　　　　～3時 
 

コレステロール値が
気になる人の食事相談

連載第21回目

卵や肉にはコレステロールがたくさん含
まれていると聞きます。
コレステロール値が高い人は卵や肉を食
べてはいけないのですか？
〈食事アドバイス〉
コレステロールを気にしている人の中には、コレステロールを多く含

む卵や肉をほとんど食べないという人も多いようです。確かに、卵や肉

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
＆
フ
ル
ー
ル
様

１
４
、
２
０
２
円

○
㈲
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ナ
カ
ヤ
様

３
６
、
１
０
０
円

●
町
へ

○
地
球
環
境
行
動
会
議（
G
E
A
）
様

パ
ソ
コ
ン
20
台

あ
り
が
と
う

寄
　
付

○
東
京
電
力
木
更
津
支
社

鴨
川
営
業
セ
ン
タ
ー
様防

犯
灯
10
基目録を渡す石井克義所長（東電）

卵や肉もからだに
必要なものです。
たっぷりの野菜といっし
ょに上手に献立にとり
入れてくださいね。

を食べる回数が多く、野菜や豆類をあまり食

べないといった食生活ならば問題です。しか

し、卵や肉は良質なたんぱく質源です。次の

点に注意すれば、それほど神経質になる必要

はないでしょう。

①卵は１日に１／２個、または
２日に１個程度にしましょう。

②肉は霜降りやベーコンなど脂が多いものは好まし

くありません。しかし、肉の種類や１回に食べる量

を制限することがストレスになるのなら、食べる回

数に注意するだけでもよいです。その場合、肉のお

かずは週３回を目安にしましょう。

所得税の確定申告・町県民税の申

告期限は、今月１５日までです。９

日からは、全町内の人を対象に役場

２階会議室で受付をします。申告の

済んでいない人は、早めに済ませる

ようにしてください。

期限までに申告しないと延滞税が

かかることもありますのでご注意下

さい。

●問合せ／町税務課

もうお済みですか？
確定申告 今月15日まで

３月１日（月）から７日（日）までの７日間、「春季全国火災予防運
動」が行われます。火の元にはくれぐれも気をつけ、火災を起こさない
よう次のことに注意しましょう。
火の用心　７つのポイント
①家のまわりに燃えやすいものを置かない
②寝たばこやたばこの投げ捨てはしない
③てんぷらなどを揚げるときはその場を離れない
④風の強いときは、たき火などをしない
⑤子どもには、マッチやライターで遊ばせない
⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない

全国統一防火標語
その油断 火から炎へ　災いへ

3月1日～7日
平成16年春季全国火災予防運動
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